留学報告書
筑波大学附属病院　心臓血管外科　Clinical Fellow　　　今井　章人
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留学先：Hôpital Haut Lévêque (France PESSAC)
留学期間：2011/04/02～2011/06/23

附属病院での1年間のチーフレジデント(Clinical Fellow)業務を終えた後に、フランスのボルドー第2大学の附属病院であるHôpital Haut Lévêqueへの臨床研究目的での留学の機会を頂いた。

期間は約3ヶ月であった。正直あっという間に過ぎた印象である。

困難なこともあったが充実した研修が送れたと思っている。

この場を借りて関わって下さった全ての人に感謝したい。

私自身は今まで臨床のみ携わってきた人間なので、臨床の面から日本(筑波)とフランスの違いを示したいと思う。主な違いは以下の通りである。

1)施設集約化による数多くの症例。

フランスには心臓外科の病院が約17施設しかなく、その分１施設で行われる手術数が半端なく多い。Hôpital Haut Lévêqueもおよそ年間2000例以上の手術を行っている。単純に計算すると、筑波大学で1ヶ月に行う手術を2日で行う程度である。
2)Simple～complex、transplantationにまで至る多種多様の手術。

集約されてる分、多種多様の疾患と手術を経験することが可能となる。私自身３ヵ月弱の研修期間だったが心移植、心臓ロボット手術など日本でも極限られた施設でしか行われていないような手術を経験することができた。これはとてもすばらしいことであり、今後の自分の糧になると思っている。

3)とにかく手間を省くための、これぞ”simple is best”という簡便な手術方法。

普段自分が見慣れた手術でも、やり方が全然違う。なんと言っても余計なことをいっさいしない。たとえば止血操作や洗浄など、日本では細かく確認する操作を大胆にやってのけてしまう。
4)outcomeの更なる向上を狙った日本では見ないような新しい手術方法。

上記で示した心臓ロボット手術や他にはport-access手術などの低侵襲心臓手術、積極的な弁形成手術など、もちろん経験が少ない分のriskは伴うものの、更なるoutcome向上を狙って積極的に行われている。とにかく安全策を第一に考えている日本ではあまりできないこととは思われる。
5)レジデント、フェローの壮絶な生き残り競争。

症例数が豊富なため、そこで働ければかなりの経験値を上げることができる。しかし、集約されている分postが少ない。つまりそのpositionを得るためには壮絶な戦いを勝ち抜かなくてはならず、誰もが希望すれば経験できる日本とは違う。

6)完全分業化されている術後管理。

日本とは違い、心臓外科医の仕事は基本手術。術後の管理はICUのdoctorが行う。後は、日本では医者がやる仕事の多くを看護師がやっている。そういう分業体制がしっかり整っている分外科医は負担なく手術に没頭することができる。
ただ、その分business likeになってしまい患者さんと親身に接することは難しい印象も。
7)最低限の薬のみで対応する（できる）術後管理。

これは、もっとも驚いたことのひとつではあるが、当院では必ず術後にいくつかの薬がつながれているが、こっちではほとんど薬は使わない。薬だけでなくたとえばスワンガンツカテーテルなどもほとんど使われない。薬を使わなくても何とかなるという現実に驚き、また日本がいかに贅沢に医療資源を使っているかということを感じた。
8)昼夜に関わらず24時間自由にコントロールできる環境。

集約され、かつ完全分業になっている分、昼夜問わず24時間さまざまなことに対応できている。
以上のような数多くの違いを目の当たりにした。実際筑波周辺の施設でしか働いたことのない自分にとっては大きな驚きであった。日本が見習うべき部分もたくさんあったし、逆に患者さんとはより親身になれるなど逆に日本のほうが優れている部分もみつけられたので、いろんな意味で視野を広げることができたのではないかと思う。
もちろん多くの手術を見ることで、技術的な経験値も上がったと思うし、それは今後に生かしていきたいと思う。
今後、数多くの人がこのような貴重な経験をつむことができればすばらしいことだと思われるし、貴重な経験をさせてもらった人間としては協力していきたいと思う。

最後に、今後同じ経験をつむ機会を得た人にアドバイスすることとすればそれはフランス語を話せるようになっておいた方がいいということである。
病院のスタッフが結構多国籍なのも関係しているのかも知れないが、フランスにいる人たちは基本英語が話せても話さない。私みたいに明らかにフランス語が話せないとわかっている人間に対しても平気でフランス語で話しかけてくる。
私自身はフランス語はおろか英語もろくに話せない状態で留学してしまったので、言葉の壁には相当苦労した。3ヶ月という短い期間ななおさらである。

もし話すことができたらもっともっと多くの経験がつめた可能性も十分に考えられる。なので、是非ともフランス語を話せるようになってから留学することを、お勧めしたい。

もし、私自身にもう一度同じチャンスがめぐってくることがあれば、その時はフランス語を話せるようにしっかり準備していきたいと思う。
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